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RPV底部にある温度計は，ペデスタル内ルート（12本※）およびペデスタル外ルート（6本※ ）がある。
※ 実施計画にて定めている運転上の制限の監視に使用している温度計は，ペデスタル内ルート（3本）およびペデスタル外（6本）である。

今回の内部調査映像より，ペデスタル内ルート（12本）において，欠損している状態が確認された。

確認された欠損箇所は、PCV内の中継端子台から温度計測点間のケーブルである。
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内部調査からみた3号機RPV底部温度計測について（1/3）
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内部調査からみた3号機RPV底部温度計測について（2/3）

＜欠損の推定要因＞

欠損が確認された箇所の温度計ケーブルは，シースおよび素線が金属で構成されており融点は1,000℃以
上である。

RPV底部から落下してきた高温の溶融物が付着したことによりケーブルが溶断したものと推定

今回，溶断が確認されたペデスタル内ルートの温度計（12本）は，ケーブルが溶断しておりRPV底部温
度の計測は出来ないことから，「故障」と判断する。

＜原子炉の冷却状態について＞

燃料デブリの存在位置については不確かなことが多いが，事故により溶融した燃料デブリはRPV底部ま
たはPCV底部に落下しており，また落下の過程で，その中間にある構造物にも付着している燃料デブリ
も存在している可能性があると推定している。

これら燃料デブリの発熱量に対し余裕をもって冷却できるだけの注水量を安定的に注水継続しており，
燃料デブリは十分に安定冷却できていると考えられる。

RPV・PCV温度以外にも事故後に設置したPCV内温度計やPCVガス管理設備のダストモニタや水素濃度・
キセノン135濃度等からも総合的に安定した冷却状態が維持されていることを確認しており，燃料デブ
リの冷却状態についても確認出来ていると考えている。



＜溶断が確認された温度計以外について＞

３号機は減圧後に圧力容器が破損したものと推定しており、ペ
デスタル外の温度計のケーブル等が設置されている高さにおい
て、溶融した燃料が飛散し高温（1,000℃以上）に至った可能
性は低いものと考えられることから，ペデスタル外ルートの温
度計が溶断していないものと考えている。

設置状況からは，冷却状態の確認が出来ていると考えているが
今後，更なる確認を行っていく。
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内部調査からみた3号機RPV底部温度計測について（3/3）

今後，更なる確認として，温度計回路の抵抗測定および，これまでのRPV・PCV温度計測データを整理
し，確認を行っていく。

また，PCV内部調査等を踏まえ，今後の冷却状態の確認手段について，検討を行っていく。

溶断確認箇所
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ペデスタル内にケーブル敷設している温度計回路構成モデル概略図

溶断確認箇所

温度回路は熱電対式であり，銅・コンスタンタンの素線が，
閉回路でなければ計測はできない。ケーブルの溶断が確認され
たことから，RPV（温度計測点）の温度計測は出来ない。
事故の影響により，PCV内において絶縁低下していることを確
認している。その絶縁低下で熱電対回路が構成されるため，絶
縁低下箇所の温度を計測することとなる。
＝PCV内温度※２を計測している。

温度計設置位置概略図

※２ ケーブルの一部溶断が確
認された温度計の温度計測範囲

ペネ内側端子台

PCVペネ

PCV水位

中継端子台

ペデスタル内ルートの温度計（12本）は，これまで数値が計測されていることから，想定される構成回
路および温度計測箇所を考察した。

：温度計測点（実施計画）
：温度計測点

溶断が確認された
温度計

※１ 絶縁低下箇所につ
いては，概略図上，ペネ
内側端子台と仮定

※１

【参考】ペデスタル内ルートの温度計測について

温度計測点
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ＲＰＶ底部ヘッド上部温度(TE-2-3-69H1) ＲＰＶ底部ヘッド上部温度(TE-2-3-69H2)

ＲＰＶ底部ヘッド上部温度(TE-2-3-69H3) スカートジャンクション上部温度(TE-2-3-69F1)

スカートジャンクション上部温度(TE-2-3-69F2) スカートジャンクション上部温度(TE-2-3-69F3)

ＲＰＶ下部ﾍｯﾄﾞ温度(TE-2-3-69L1) ＲＰＶ下部ﾍｯﾄﾞ温度(TE-2-3-69L2)

ＲＰＶ下部ﾍｯﾄﾞ温度(TE-2-3-69L3)
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【参考】3号機 現在のRPV底部温度の推移


